
　　夜間想定災害避難訓練・フロー（案）

14:00 事務所にて横浜管財村瀬氏が自動火災報知機を発報させ、機器操作を説明する。
事務所スタッフ、白山消防署員が参加。

　　　↓

14:15 夜勤者役、入所者役は各フロア寮母室付近に待機。火災報知器発報後、宿直者役.
の指示により避難誘導訓練を行う。

　　　↓

厨房エリアの火災報知器を発報させる。

　　　↓

宿直室にいた宿直者役は火災エリアを確認、厨房内から多量の煙を確認する想定。

　　　↓

宿直者は初期消火を断念、屋外に避難する。煙の状況から判断し一時退避場所を
決め、PHSで各フロア職員に避難誘導指示を出す。

　　　↓

夜勤者役は居室の入所者役を一時退避場所に水平避難させる。

　　　↓

14:25 消防隊到着を想定。消防隊役は白山消防署員。

　　　↓

宿直者はPHSで各フロア職員に避難状況を確認し消防隊に報せる。

　　　↓

避難誘導訓練終了。

　　　↓

14:30 １階玄関ホールにて白山消防署員と質疑応答（訓練参加者は出席してください）。

　　　↓

14:45 １階玄関外にて水消火器による消火訓練（極力、参加してください）。

　　　↓

15:00 災害避難訓練終了。

留意事項
１．火災時、エレベーター、階段室は使用しない（閉じ込め、煙に巻かれるリスク回避の為）
２．炎が大きい、煙が多い、自分が安全に避難できないと判断したら初期消火は行わない
３．火災区域（炎や煙）からなるべく離れるよう、非常口やバルコニーへ水平避難する
４．消防隊には現在員数（職員含む）、避難させた人数、一時退避した場所を正確に伝える


